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1． 研究背景 

情報社会の幾何級数的な進展の中で，問題解決に

PDCAモデルの考え方だけでなく，ビジョン思考が求

められている。教育においても動的平衡による安定

を重視しなければならない。そのため，教師が実践

研究者として能動的に変革に向けて行動する際，自

信をもって行動を選択するには，上手なデータ活用

が必要だと考える。本研究では，教師が実践研究者

であるために必要なエビデンスに対する見方・考え

方を明らかにしていくことを目的としている。 

2． エビデンス 

本研究では，エビデンスを教師が意思決定の確信

度を高めるデータの集合と位置付ける。教師の勘や

経験則に基づく感覚的な印象だけを頼りにするので

はなく，科学的な調査方法に基づき得られたデータ

のみをエビデンスとなるデータとする。しかし，そ

こでは，量的データだけでなく質的データも含めた

エビデンスとなるデータを位置付ける。そして，特

に教育実践において厳密な定義や活用方法の合意が

ないエビデンスに対する見方・考え方を明らかにす

ることで，「エビデンスに基づく」教育実践の具体

的な取り組み方が見出せるのではないかと考える。 

3． 研究方法 

本研究では実践の記録を研究対象とする。児童を

高める力を育てる指導モデルを構築する過程を回想

し記録として書き起こした。実践の目的に向け，仮

説を立てたところからはじめ，どのような仮説検証

を行なったのか，記録から分析する。 

4． 教師のエビデンス活用モデル 

教師が実践研究者として変革に向けて行動してい

く際，その選択の根拠と

なるエビデンスとどの

ように向き合うのか，

筆者の実践研究の記録

分析を基にモデル化し

た（図 1）。 

5． まとめ 

エビデンスの見方・考え方 

・概念の定義と児童の日常経験知を比較すると差異

や矛盾が生じるため，質的データの代替案を生成

し，質的データの中でも多面的に見取る。 

・評価観点を代表する指標は，複数のデータから間

接的にしか知ることができないため，何のために

エビデンス得るのか明確にしておく必要がある。 

・量的データは特定の面からしか実態を捉えられな

いため，多くの量的データを収集し，多面的に学

習者の実態を捉えられるようにする。 

・量的データだけでは，学習者が何をどのようにど

こまで理解しているか見取れないため，質的デー

タから見取る。 

・規模大調査等から得た情報は実践の達成度とイコ

ールにはならないため，データ項目や素データか

らもデータを見取る。 

エビデンスの見方・考え方の必要性 

筆者は，量的データから児童を一部分でしか捉え

らえていなかった。しかし，仮説検証の 8段階を通

し，素データなどから個々の児童を多面的に捉える

変容があった。ここから実践研究者にとってエビデ

ンスの見方・考え方に必要性があることを示す。同

時に，物事の前提が常に変わる社会の中で，全てを

見取ることができないという前提から，エビデンス

の限界性を自覚する必要がある。限界性を自覚し，

社会の認知を促すエビデンス。問題解決の繰り返し

を助けるエビデンス。環境により効果が変化する教

育の中にあるエビデンス。これらとの向き合い方に

も，より詳細な検討が望まれる。 
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図 1 教師のエビデンス活用モデル 


